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くあらまし>本研究ではライフキャリアの視点より教員養成大学のキャリア教育を捉えなおし、ライフキャリア教育

の軌念提示に基づき、自己開発とともに他者支援(ケア)の方向性をもつキャリア教育の枠組みを提示したL_

それらに基づき、ボランティアを核としたキャリア教育プログラムrボランティア概論」 「ボランティア実践」を

構想、実施した〕教育実践の結果、受講生はプログラムを通して、 1.ボランティアに対する期待感、 2.他者や仕

事との暗緒・戸惑い、 3.自己に対する挫折感・無能力感、 4.仕事に対する意欲の向上、 5.仕事を達成したとき

の満足感、 6.自己を高めるための向上心の芽生え・充実感、という過程を辿って学びを深めていたLlまた、ボラン

ティア経験はキャリアに対する学生の意識を高め、特に「新しい発見・気付き」が学生たちの意識変化に大きく関わ

っていることが明らかになったC.

キーワード:　キャリア教育(加馳血的　　ボランティア　Voli】nteer

1.はじめに

ボランティア括軌はキャリア教育の重要な課題である

にもかかわらず、これまでキャリア教育の内容は主に職

業キャリアにおける自己実現に焦点が当てられ、十分な

検討は行われてこなかった　21世紀のキャリア教育は、

共生社会-向けて自己開発のみならず、自らのキャリア

にボランティア活動を位置づけ、ケアする力を育成する

ことが課題となる,,

ケアリングをもとに学校教育を捉え直したNoddings

( 19糾)は、教育の最大目標はケアリングの維持向上である

とし、ケアを練習するための具体的活動として職業に関

わる奉仕活動の意義を提言している._lそこでの労働は職

業的に適した技能の獲得を目指すのではなく、ケアする

力をつけるための準備活動であることが期待されると述

べ、ボランティアをキャリア教育に導入・位置づける必

要性を示唆している。,

また、これまでのキャリア教育では、キャリア教育の

担い手として、発信側に立つ人材-のより実践的な取り

組みが欠如していた点も看過できない。キャリア教育に

おいてケアの力を育成するとともに、さらにボランティ

アリーダー、キャリア教育推進者とLての能力を育むシ

ステム構築も急務である,.,

21

2.研究の目的・方法
このような教育課埠に対し、本研究ではキャリア教育

の在り方を再検討した上で、地味垂携により、教員黄成

大学におけるボランティアを核としたキャリア教育プロ

グラムを構想し、授業実践の上、課題を明らかにするこ

とを目的とする。

まず、先行研究をもとt,こ、ライフキャリアの視点より

キャリア教育を捉えなおし、教員養成大学(奈良教育大

学)におけるキャリア教育の.枠紅みを提示したLlそれら

に基づき、奈良県内NPO団体の全面的協力を得て、キャ

リア教育プログラム「ボランティア概論」 「ボランティア

実践」を構想Lfc

平成20年度-21年度に、奈良教育大学において授業実

践を行い、ボランティア・インターンシップ(以下、イン

ターンシップ)の実施期間(平成20年10月～12月)に

参与観察とともに、プログラムの記録シートを即勺に分

析し、学びのプロセスおよびキャリア発達への影響を明

らかにした〕また、平成21年1月、実施団体-のインタ

ビューを行い、実施団体側からの成果と課題を示した。
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3．教員養成大学におけるキャリア教育枠組みの構想

前述のように、ボランティアの教育的意義、とりわけ

職業にかかわる奉仕活動の意義が示されているが、キャ

リア教育におけるボランティアの意義については、これ

までほとんど論じられることはなかった。

近年になり、河峨2010）は、大学生を対象として実施

した質問紙調査を分析して、ボランティアの教育的意義を

明確にしている。具体的には、1．因子分析により、ライ

フキャリアの能力開成に関する尺度を構成し、2．構成し

た尺度を用いてキャリアに関する経験・活動による差異

を分析した。その結果、ボランティア活動やインターン

シップ、あるいはアルバイト経験等は同様に啓発的経験

として捉えられているが、それぞれの経験は多くの異な

る領域に関与しており、相互に補完的な関係となり異な

る教育的特質を持つことが示唆された。すなわち、キャ

リアに関する経験の中でも、ボランティア経験は、肯定

的な自己理解や人間関係をもとにライフバランスや将来

展望など将来への意欲・態度に関わり、勤労観の形成に

寄与するとみなされる。また、就労的教育経験および実

際の就労経験は、共通して情幸糾文集や啓発的経験への態

度等、職業観の形成に関与するものと判断された。

また、河崎（印刷中）は、「自己理解」「人間関係」「意

思決定」「就業開発」「生活実践」「キャリア統合」の6領

域より、自己開発とともに他者支援（ケア）の方向性を

もつ、ライフキャリア教育の概念モデルを構想しているl

これらの6領域は、自己開発の側面と同時に、他者支援

や世話など、他者との関係性発達の側面が包含されてい

る。具体的には、6領域のうち「自己理解」や「就業開

発」は、主に自己に視点が向けられた能力であり「個の

発達」の側面が強い。一方、「人間関係」「生活実践」

は、他者支援の方向性を持ち、「関係性の発達」に関わ

ると判断できる。「意思決定」および「キャリア統合」

は、「個」と「関係性」の双方向性をもつ鍵的な役割を

担い、「自己理解」や「就業開発」において得られた情

報や技能と、「人間関係」「生活実践」の知識や経験を

循環的に結びつけ、「意思決定」し、「キャリア統合」

をめざすという関係にある。

これらは、全て基礎的な学力や体力が基盤となり形成

されるものと考えられる。したがって、教員養成大学で

キャリア教育を検討していくにあたっては、図1のよう

な概念モデルを用いることとした。

図1教員養成大学におけるキャリア教育の概念モデル

特に、教員養成においては、自己開発はもちろんのこ

と、児童、生徒をケアする力が求められる。そこで、キ

ャリアに関する体験を、啓発的経験（体験型）からケア

に参画する経験（ケア参画型）へと発展させ、社会への

貢献をめざすこととした。その特徴は、自己実現から他

者支援への方向性、および自己開発から社会参画・醸成

への方向性、を持つ点である。特に教員および教育に関

する職業は、自己を成長させる力とともに、他者をケア

していく力が求められる。これらの取り細みは、教員養

成大学の役割を果たすキャリア教育とみなすことができ

る。

このようなキャリア教育を実現するために、教員とい

う専門職開発に関わる「アカデミックキャリア」（左の

柱）と、ケアに関わる経験としてボランティアを核とし

た「ケアサービスキャリア」（右の柱）、そしてこれらの

学びを関係づける「キャリアデザイン」（中央の柱）を位

置づけ、組織的及び体系的な支援を目標とし、図2のよ

うな枠組みを提示した。これらの3つの学びが、三位一

体となり統合されるよう、教員養成大学（奈良教育大学）

のキャリア教育カリキュラム・プログラムを検討した。
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図2　教員養成大学におけるキャリア教育の枠組み

第一の柱佐仰憧）である、アカデミックキャリア

については、既に実施している某礎ゼミナ・一ル、専門

科目、演習、教育実習等が相当する葦

これらの科目に加えて、第2の柱仲虫の柱）「キャ

リアデザイン＿に関する科ロとして、平成17年度より、

主に1，2回生を対象に「キャリアプランニングと意

思決定l（教養科目）を実施してきた。平成21年度か

らは、主に3，4回生を対象とし、「キャリアデザイン」

（教養科目）も実施して、成果を得ている．：．

これらの教育評価については、平成20年度～平成

21年度に　‾キャリアプランニングと意思決定」「キャ

リアデザインr　の授業評価アンケートを実施した。い

ずれの授業においても、「あなたはこの授業にどの程

度満足しましたか」’こげ）授業を適して、感銘・感動を

得ることがありましたかL　に対して、高い評価をして

いる学生が多かった．：「二の授業から新しい知識や考

え方を得ることができたと思いますか」二の授業か

ら教育観や教育実践に関する新たな知見を得ることが

できましたか＿の項目に／丸、ても、ほとんどの学生が

高し豆平価をしており、「知識・・概念レベル」での成果が

卜分に認められた．またlこの授業によって、あなた

げ）授業外での考えや行動に影響・変化がありましたか」

の項計でも、多くの学生が変化を感じていることより、
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i実践レベ／上での成果も見出せたといえる．，コ

全体として、これらのキャリアに関する科目に対する

学生の評価は高い傾向にあり、アカデミックキャリア、

およびキャリアデザインに関しては、成果が認められた．

4．ボランティアを核としたキャリア教育の実践

4．1．プログラムの構想・実施

第3の柱（右の柱）である　サアサービスキャリア

に関する科目として、平成20年度より、「ボランティ

ア実践」（教養科目）、「ボランティア概観（教養科目）

を構想し、平成20年度～21年度に奈良教育大学にお

いて授業を実施した。

表1はボランティア概論の授業概要である〔ボラン

ティア概論では、主に様々な方面における、ボランテ

ィア、主にNPO活動について学び、自分のキャリア

の幅を広げることをめざした．Jボランティア概論では、

この講義では前期でボランティアとは何か、NPO団

体とはどのような組織なのか等を学ぶとともに、ゲス

ト講師を招いて多様な市民活動の概要や社会的役割な

どについて知る機会を設けた二．

表1『ボランティア概論」の授業概容

授業押彗代表者：河崎智恵

授業計画

1．オリコ二ンテーtション

授業のガイダンス・ボランティアとは

2ぷランティア・NPOとは

NPOの歴史・制度・社会的役割とその現状

3．環境問題・自然保護とNPO

4．国際交流・地域の圃際化とNPO

引国際協力・海外援助とNPO

6．人権問題・ジェンダーとNPO

T．まちづくりとNPO

8．地峡福祉とNPO

9．健康・保健・医療とNPO

lO．子育て支援とNPO

11，教育とNPO

12．職業としてのNPO・社会的起業

13．CSR・企業の社会貢献舌勅

14インターンシップに向けて

NP（）でのインター・ンシップの役割

15．まとめとテスト

表2はボランティア実践の概要である：．ボランティ

ア実践では前期でNPO・ボランティアについて学ん

だことをふまえ、実際に関心をも′つた分野のNPOで

フィールドワークやフィールドリサーチを通して、更

に深く研究や調査を行う．1実践に行く前の事前指導の
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のち、各フィールドでの演習（インターンシップ）を行っ

た。前期講義とあわせ、年間で理論と実践の両面から

NPO・ボランティア活動について学び、社会参加に

むけての理解と意欲を広げ、課題解決に主体的に行動

する市民を育成することを目標とした。

表2　『ボランティア実践』の授業概容

授業担当代表者：岩本廣美

授業計画

1．オリエンテーション

授業の狙い・評価方法について

2インターンシップに向けて（1）

NPOとは①・受け入れ先紹介

3インターンシップに向けて（2）

NPOとは②・活動の心得

4．～13フィールドワーク（インターンシップ）

活動先団体との日程調整で決定

14．発表・まとめ①

15．発表・まとめ②

また、表3はインターンシップの受け入れ先を一覧で

示している。ボランティアとして実践する活動は、環境、

福祉、子育てなど多岐にわたる内容で、いずれも他者支

援に関わる活動となっている。実施にあたっては、受け

入れ先の調整から活動に至るまで、奈良NPOセンター

の全面的な協力を得た。

表3　インターンシップの受け入れ状況

受け入れ団体 活動分野 活動日

1 NPO法人アトリエマーケットN PO ものづくり 11月巨2・臣15弓6日

2 NPO法人ストップ温暖化の会（NASO）環境 10月10・14～17・18日

3 夢咲塾 まちづくり 10月19・20日11朋・26日

4 大和高原文化の会 まちづくり 11月1・8・15・22・29日12月6日

5 ナラ・ファミリー＆フレンド 外国人支援 10月5日～

6 たんばぽの家 福祉 10月18・25日11月1・8・15日

7 N PO 法人奈良N POセンター 子育て 10月25日（本番）以前1週間

8 奈良ダルク 医療 10月20日～

9 NPO法人地域活動支援センターぷろばの 福祉 10月20日～

10 日本グッドトイ委員会奈良支部 ものづくり、福祉 10月21日～

11 OneD ish Aid食器リサイクルの会 環境 11月1・8・22日

4．2．ボランティアによる学こ財）プロセス

写真1は、福祉施設でのボランティアの風景である。学

生は、このようなボランティア実践を得てどのような学

びを得たのであろうか〕

平成20年10月～12月に、プログラムの記録シートに、

毎回感想を自由記述するように依頼した。その自由記述

を、質的研究法（グラウンデッド・セオリー）を用いて分

析した。具体的には、一文一文をコ一円ヒして、中心的

カテゴリーを検出した。中心的カテゴリーをもとに、対

象者をグループごとに分類し、モデルの構築を試みた。

以上の手続きにより、心境の変化に着眼して、30時間

におけるインターンシップによる各個人の意識変化を分

析すると、3つの代表的なプロセスが認められた。

写真1ボランティアの実施風景

まず、第1のタイプでは、図3に示すように、「期待感」

に満ちてボランティアの現場にはいったとたん、「いざ何

をすればよいのか考えてみると、とても難しい」と、現

実を前に「戸惑い」や「挫折」を感じ、いったんは無能

力感に陥るプロセスが認められた。

このように一度心理的に不安定な状況に陥るものの、

その後のボランティア経験のなかで、徐々に意欲をとり

もどし、最終的には満足感とともに、「次はもっと頑張り

たい」「学んだことは、これからしっかりいかしていきた

い」という向上心を得ていた。

このようなプロセスは、就職後にみられるリアリティ

ショックと類似した点があることより、「リアリティシ

ョック型」とした。この型の学生は、全体の約20％認め

られた。
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図3　ボランティアにおける意識変化：

タイプI「リアリティショック型」

初期　　　 中期　　　　 後期　　　 最終期

向上心・充実感
期待㌔ ．戸惑い　 満！

＼　 ／
挫折　　　　　 意欲

＼／
無能力感

第2のタイプは、図4に示すように、期待感を持って

実践に入った後、さらに「こうしてみたい」といった意

欲を高めるが、その後、考えたことがスムーズに行えず、

その結果、ボランティアに参加したこと自体を後悔し、

「無能力感」に陥る。しかし、周囲の援助を得つつ、徐々

に意欲をとりもどしていき、最終的には「向上心」をも

って、充実した取り組みを行うことができた。このプロ

セスでは、期待をもって取り組む過程で新たな問題に直

面するという葛藤経験、およびその克服が顕著であるた

め「葛藤克服型」とみなした。この型の学生は、全体の

約35％認められた。

図4　ボランティアにおける意識変化：

タイプⅡ「葛藤克月陛乱

初期　　　 中期 後期　　　 最終期

充実感

意欲
／

／

期待感 ノ 心

意欲・期待感

／
無能力感
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第3のタイプは、図5に示すように、意欲と後悔・落

胆を繰り返すという特徴がある。複数回の葛藤経験を経

た結果、最終的に、向上心を持って取り組めるようにな

るだけでなく、さらなる明確な目標設定へとつながって

いた。この型では、螺旋的な葛藤経験を経て自己を向上

させていることより「螺旋式葛藤克服型」とした。この

型の学生は、全体の約40％認められた。

図5　ボランティアにおける意識変化：

タイプⅢ「螺旋式葛藤克服型」

初期　　　　 中期 後期　　　 最終期

目標の設定

期待感／ 意欲

コヒ．′ヽ

意〟・向上心

落胆

いずれのタイプにおいても、挫折や戸惑いなどを経験

することによって一度は心理的に不安定な状態に陥って

いる。しかし、そこから奮起し、新たな意欲を持つこと

により、向上心へとつながることが示された。またその

向上心が、充実感や新たな自己の目標設定の契機となっ

ていた。さらに葛藤と克服のプロセスを繰り返すことに

より、螺旋的に自己の見直しを図り、自己の問題解決能

力が高まっていることが示唆された。

このような、受講生の学びのプロセスを整理すると、

図6のように示すことができる。プログラムを通して、

1．ボランティアに対する期待感、2．他者や仕事との

躊曙・戸惑い、3．自己に対する挫折感・無能力感、4．

仕事に対する意欲の向上、5．仕事を達成したときの満

足感、6．自己を高めるための向上心の芽生え・充実感、

という過程を辿って学びを深めていったといえよう。
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自己を高めるための向上心の芽生え・充実感

図6　ボランティアにおける学びのプロセス

しかし、上述の3つの型に属さない学生も約5％認め

られたため、さらにプログラムの記録シートの内容をKJ

法にて整理し、学生全体の認識変化を示した（図7）。

まず、ボランティアに興味・期待感がある学生はイン

ターンシップに対する目的意識が存在する。そのため、

葛藤を経ながらも、「新しい発見」により自分の目標設定

を行い、「楽しい」や「面白い」などといったボランティ

アに対して肯定的なイメージを抱く。そして、次の段階

としてボランティアに興味を抱くことにより、次回の参

加意欲へとつながっていた。このような段階をたどる学

生は将来の明確などジョンを抱いていた。

それに対して、上述のいずれの型にも属さない学生、

すなわち興味や期待感、関心が全く認められない学生は、

ボランティアの経験が乏しく、将来に対して明確などジ

ョンを持ちえておらず、インターンシップによる意識変

化も見られなかった。このことから、ボランティアに対

する参加意欲、意識付けは、事前教育における重要な要

素であることが明らかである。

以上のように、インターンシップにおいて「新しい発

見・気付き」が学生たちの意識変化に大きく関わってお

り、インターンシップを行う上で活動意欲の向上に寄与

することが示された。

新しい環境に身をおきたい 行動するこ
とがすき

新しい発見があった

人とのふれあい
が楽しい

面白い・楽しい・責任感・役立つ

興味はあるが参加の仕方が
わからない

大変・疲れた

興味はわいたが参加しよ
うとは思わない

お金が出たら参加したい

夢と現実は違う

あまり興味はない

新 しい発見はなかった

参加しても興味や関心はわいて
こない

参加したくない

将来のことは
考えていない

図7ボランティアにおける学生の認識変化（全体）
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4．3．受け入れ団体からみたインターンシップの成

果と課題

表5　受け入れ団体側からみたインターンシップの課題
平成20年1月に、実施団体の代表者にインタビューを

行い、インターンシップの成果と課題について分析した。

インタビューの内容は、1．受け入れ団体にとってのメ

リット、2．受け入れ団体にとってのデメリット、3．

学生への教育効果、4．学生への期待、5．今後の課題

（受け入れ団体としての課題・教育的課題）等である。

その読み取りから大学におけるキャリア教育の課題を考

察した。

受け入れ団体からみた成果としては、表4に示すよう

に、学生の能力向上への寄与、社会的意義等が示された。

NPOでは同じ社会像をもった仲間が未だ少なく、インタ

ーンシップに参加した学生の中から仲間を増やしていけ

るという利点がある。また、実施サイドとしても新しい

意見を取り入れる機会にもつながり、新鮮な活力となっ

ていることが分かった。

このように、実施団体にとって、インターンシップの

受け入れは、学生のコミュニケーション能力等の向上に

寄与するという社会的貢献とともに、人的資源の活性化

を促すという意義も確認された。

表4　受け入れ団体側からみたインターンシップの成果

能力形成

社会的意義

0コミュニケーション能力の向上

0人脈が広がる
ON POにとって同じ社会像を共有できる仲
間を増やすことができる

N PO団体
0新鮮な活力になる
0人手が足りないので助かる

への補助

自己発見 0日分にあった仕事があれば力を発揮する

学び

ことができる

0無形の学びの獲得（教室で行う形式的な
ものではないもの）
0主体的な学び

それと同時に課題としては、表5に示すように、「学生

側と実施側で、連絡・幸陪・相談のコミュニケーション

がうまくとれない」など、1．連携上の課題、2．時間的課

題、3．教育効果に関する課題、4．学習上の課題（学習

課題・カリキュラム）、等が明らかになった。

以上の結果より、大学におけるボランティアを核とし

た地域連携によるキャリア教育は、仕事や生き方に対す

る学生の意識を高め、教育的意義のある試みであったと

いえる。本実践を基盤として、今後も継続して、教員養

成大学においてボランティア活動をキャリア教育の一環

として推進していくことが期待される。

5．おわりに

本研究では、先行研究をもとに、ライフキャリアの視

点より教員養成大学のキャリア教育を捉えなおし、自己

開発とともに他者支援（ケア）の方向性をもつ、キャリ

ア教育のキャリア教育の枠組みを提示した。その特徴は、

アカデミックキャリア、ケアサービスキャリア、および

キャリアデザイン、の3つの学びが、三位一体となり統

合されるよう構成されていることである。

全体枠組みに基づき、平成20年度よりケアサービスキ

ャリアに関するキャリア教育プログラム「ボランティア

概論」「ボランティア実践」を新たに構想、実施した。

実践の結果、ボランティア経験（インターシッフ）は

キャリアに対する学生の意識を高め、ボランティアを核

とした地［痴割矧こよるキャリア教育は、仕事や生き方に

対する学生の意識を高める試みであったといえる。

これらの取り組みによって、教員養成系大学における

キャリア教育、すなわち自己実現から他者支援の方向性、

自己開発から社会参画・社会醸成への方向性をもつ「ケ

ア参画型キャリア教育」の教育課程を、概ね構築できた

と考える。
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しかし、これらの学びが今後継続して成果をあげてい

くには、未だ多くの課題があることが示唆された。さら

に現在、経済産業省により「キャリア教育民間コーディ

ネーター」の育成、支援システムの整備が進展している

が、本研究で得られた課題をもふまえた柔軟なシステム

構築が求められる。
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